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3． プ ロ グ ラ ム の 応用

　本プロ グ ラ ム は，圧力容器 か らの 高温高圧水 の 流 出

過 程 を解 折す る も の で あ るが，サ ブ ル
ー

チ ン BLOPRE

と組合 わせ て ， 原子炉 の 冷却材流出事故時 の 格納容器

側 の 流体挙動 を解析す る よ う発 展 させ られ るよ うに な

っ て い る。また，サ ブ ル ーチ ン MDYCR 　1 は，　Moody

理論の 二 相臨界流量 の 計算に使用 で き る 。

4．　 あ と が き

　本プ ロ グ ラ ム は 1 ボ リュ
ーム ブ ロ

ーダ ウ ン解析用 に

開発 され た もの で あ る。今後 ，多ボ リューム ，多流出

孔 を有す る もの へ の 拡張 に よ り，実際の 規模の 解折用

プ ロ グ ラム へ すす め たい 。
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17． 蒸発気体 の拡散 に よ る密閉容器 内 の 圧 力上昇計算 プ ロ グ ラ ム

原子力船部　綾 威　雄

1． プ ログ ラ ム の 目的 お よび 概要

　液体の 存在 しな い 密閉容器 内へ 高温液体 （カ バ ー
ガ

ス 圧 に 対す る飽 和 温 度 以 下 ） が 注 入 され る と，液体 の

蒸発 と拡散に よ り容器 内の 圧力が 上昇す るが，そ の 上

昇過 程 を 水平断面積 の
一

定 （
一

次元 モ デ ル ）な容器 に

対 して 計算す る の を 目的 と して い る 。 液体 の 熱容量 は

気体の そ れに 比べ て 十分大きく， 蒸発 に よ る液体表面

温度 の 降下は考えて い ない。また，系全体が断熱状態

と仮 定 して い る。

2． プ ログ ラム の 内容

2．1 プ ロ グ ラ ム の 名称

SPP8L1 （Self　Pressurizing　process）

2．2 製作者

原子 力船部　綾　威雄

　2．3 製作年月

　昭和50年11月

　2．4　計算の 概要

　密 閉 容器 内にお け る拡 散 方程 式 を解 く わ け で あ る

が，こ の場合 bulk　 flow　 NA ＋ NB （NA ：静止 系か

らみ た物質 A の molar 　Hux ，　 NB ：静 止系 か ら見た物

質 B の m 。lar　flux）が 零 で な い の で 微分 方程式は 非

線系 と な る 。 そ こ で expricit 的に 数値解法に よ り解

き，全蒸糧 （∫：N ・ 1… d・）か ら容肭 ・ 圧 力力鞭 ・

され る よ うに な っ て い る。こ の 際，カ バ ーガ ス の 初期

温度は注入液体 の 温度 と同じと考え る。カ バ ーガ ス の

圧縮 に よ る温度上 昇 の 圧力 へ の 寄与は無視 し て い る

（現象が ゆ っ くりして い る か ら）。 更に 拡散係数は一
定

で あ り，蒸気
一

ガ ス 混合物 は完 全 ガ ス の 状態式 に 從 う

もの と考え て い る。変数 は可能 な 限 り無 次元 化 して あ
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る。

　2．5　計算 の 手順

　計算の 概略の 流れ を図
一1 に示す c 　（注入液体 が水

の 場合）。

　2，6　計算 機 種 お よ び 制 「製事項

　注入液体温度 （TM ） は カバ ーガ ス 圧 に 対する液体

の 飽 和温 度未満で な けれ ば な らな い 。使用 メ モ リー数

は糸勺17kW。

　3． プ ロ グ ラ ムの 応用

　密閉容器内に 注入され た液体の 蒸 気圧 が 高 い 場 合

の ， 蒸発蒸気 の 拡散 に よ る 自己加圧特性 を調べ る こ と

が 可 能で ある。現 在注入液体 は 水 とな っ て い る が ，他

の 液体 に つ い て 計算 した い 場合 は MT （cC）注入液体

温度）に刻す る蒸発物質の 飽和1−Eと比体積を INPUT

す る た め 2枚 の カ
ー

ドを変 え る だ けで ・∫能 とな る a
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18． 一 体型炉 の 自己加圧特性を計算す るプ ロ グ ラ ム

原子力船部　伊 藤泰 義 ・小林道 幸

機関性能部　横村武宣

　 1． プ ロ グ ラム の 目的お よ び概要

　加圧水 型 原子 炉 の 1 次冷却水 の 系統圧 力 を制御 す る

方式 の 1 つ で ある 「自己加圧方式」　（蒸気 の 性質お よ

び原子炉 の 核特性 を利用して 強制的な圧力の 制御を行

わない 方式）の 過度特性を解．析す るプ ロ グ ラ ム で あ

る。

2． プ ロ グラ ム の 内容

2．ユ プロ グ ラ ム の 名称
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